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第 ６ 回   熊本県議会  文教治安常任委員会会議記録 

 

平成24年11月12日(月曜日) 

            午前10時０分開議 

            午前11時54分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 意見交換 

・学校教育及び社会教育の振興について 

――――――――――――――― 

出席委員(７人) 

        委 員 長 溝 口 幸 治 

        副委員長 山 口 ゆたか 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 大 西 一 史 

        委  員 城 下 広 作 

        委  員 橋 口 海 平 

欠席委員(なし) 

委員外議員(１人) 

        議  長 馬 場 成 志 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 教育委員会 

       教育委員長 米 澤 和 彦 

  教育委員長職務代理者 金 森 秀 一 

教育委員 古 荘 文 子 

教育委員(教育長) 田 崎 龍 一 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     議事課課長補佐 徳 永 一 博 

     政務調査課主幹 桑 原 博 史 

――――――――――――――― 

  午前10時０分開議 

○溝口幸治委員長 皆さんおはようございま

す。それでは、ただいまから第６回文教治安

常任委員会を開会いたします。 

 初めに、私のほうから御挨拶を申し上げま

す。 

 改めまして、おはようございます。本日

は、お忙しい中に、本委員会に米澤教育委員

長、それから古荘教育委員、金森教育委員、

そして田崎教育長には御出席をいただきまし

て、まことにありがとうございます。また、

委員の先生方に加えまして、馬場議長にも御

出席いただきまして、まことにありがとうご

ざいます。 

 先般の委員会で教育委員の皆様方との意見

交換をやろうということになりましたので、

そのやり方について私のほうでいろいろ考え

させていただきました。当初、非公開でとい

う形も考えましたけれども、初めての会合で

ありますし、今後の会合をやる上でも、きょ

うのをきっかけにしたいということで、正式

な委員会で御案内を差し上げました。 

 委員会を開催するに当たり、当事務局から

の出席の依頼については、お役所言葉で依頼

をしたために、非常に高圧的なというか誤解

を招くような表現もあったというふうに聞い

ておりますが、きょうは、この席を見ていた

だければわかるとおり、同じ立場で意見交換

をやらせていただきたいと、同じ目線に立っ

て本県の教育について意見を率直に交換した

いということであります。 

 また、テーマを設けたらどうかというお話

もあったところでございますが、第１回目で

ありますので、テーマを設けることなく開催

することにいたしました。それぞれの立場

で、議員は議員側から、委員の先生方の日ご

ろの活動や率直にわからないところをお聞き

する、あるいは委員の皆様方からも、大体議

員は何しよっとかなというような素朴な疑問

から教育行政にかかわることまで意見交換が

できればというふうに考えております。 

 しかしながら、時間は午前中を予定してお

りますので、そんなに長くはとれませんの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

 なお、仕切りのほうは私のほうでさせてい
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ただきたいと思いますが、まさに同じ目線に

立った、何度も繰り返しますが、対等な意見

交換でございますので、そういうつもりで御

発言をいただきたいというふうに思います。 

 また、馬場議長も御出席いただいておりま

すので、馬場議長のほうからも御意見があっ

たら、ぜひお聞かせをいただきたいというふ

うに思っているところでございます。 

 短い時間でありますが、有意義な意見交換

になりますことを御祈念申し上げまして、御

挨拶にかえさせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

 それでは、米澤教育委員長から御挨拶をい

ただきたいと思います。 

 

○米澤和彦教育委員長 皆さんおはようござ

います。先日委員長に選任されました米澤で

ございます。県会議員の先生方には、私、県

立大学に長いことおりましたもので、30数年

にわたってお世話になりました。改めてお礼

を申し上げます。 

 今溝口委員長のほうから御挨拶がありまし

たように、対等の場で忌憚のない意見の交換

をしたいという特別の場を設定していただき

ましてありがとうございます。私は初めてな

ものですから、これがちょっとテレビで見る

感じとは違うなということはわかるんです

が、特別の御配慮をいただいたというふうに

非常にうれしく思っております。 

 我々も、県会議員の先生方に質問したり、

あるいは一緒に考えて、こういうことはどう

だろうかということもたくさんございますの

で、どうかよろしくお願いいたします。 

 

○溝口幸治委員長 ありがとうございまし

た。 

 それでは、早速意見交換に入らせていただ

きたいと思います。こちら側の県議の委員の

皆様方には、事前に御質問等あればというこ

とでそれぞれペーパーもお配りしておりまし

たけれども、それに書いてないことでも結構

でありますので、どなたからでも構いません

ので、御質問等あったら挙手にてお願いをい

たしたいと思います。どなたからかあります

か。 

 

○山本秀久委員 おはようございます。私

は、いつも教育の問題――教員採用の件から

いろいろ申し上げておくから、きょうは。 

 まず、頭脳、首から上ばかり採るなと、首

とへその間を採ってくれぬかと前から言って

た。それはなぜかというと、教育者というも

のは人間的にまず充実した感覚を持たなきゃ

ならぬ、育むわけですから。ですから、でき

たら頭脳、首から上だけは――今教育委員の

選任をされるときも、教育者を選ばれるとき

なんか、頭脳だけで採るべき問題じゃないん

じゃないかと。だからいつでも人間性を採っ

てくれぬかと､私はずっと、当選以来それを

言い続けていたわけですよ。なかなかそれ

が、どういうわけか点数の上から採ってい

く。それは当たり前のことかもしれないけれ

ども、面接の段階で首とへその間、人間性が

充実した教育職員を選んでもらえないかとい

うことをずっといつも――議事録にも大分私

残しております。それが、ほとんど可能にな

ってきてなかった。 

 そうしたときに、まず――世の中は礼に始

まって礼に終わると申します。礼に欠けてお

っては困るわけですよ。だから、そういう点

で、一つの常識的な判断のできる教育者を選

んでくれぬかと、つくってくれぬかというこ

とをずっと言い続けてきた、私は思いがある

わけです。 

 そういう中で、いろんな角度から見た場合

に、教育者というのが、ある面において常識

外れなところが多分に、見受けられるところ

がたくさんある。そういう点を私は感じとっ

たものですから、そういう点できょうの座談

会にも、私はそういうことを提起しておきた
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いということで――前にもあるとき教育長に

言ったことがある。家庭訪問をするときに、

その家庭の事情というものは――何のために

やるのかと。家庭訪問は、ただお茶を飲みに

来るんじゃなくて、その家庭の生徒の実態把

握のためにも家庭訪問はあるべき問題だと。

そこがちょっと欠けていないだろうか、思い

が。 

 だから、子供の成績とか、子供の礼儀と

か、いろいろ親と――欠点があればそれを指

摘する。そして、いいところがあればそれを

褒めるというのが家庭訪問であって、その家

庭の実情というのを把握するための家庭訪問

であるべきで、それがちょっと違ってはしな

いかと。そこに重きを置いて家庭訪問をして

いるかという実態をもう一回調べてくれぬか

と言ったこともあります。そういう点を含ん

で、いろいろ今発言させていただいたわけで

す。そういうことです。 

 以上です。 

 

○溝口幸治委員長 ありがとうございます。 

 今の山本委員の御意見について、どなたか

ございますか。 

 

○古荘文子教育委員 山本先生がおっしゃる

のは本当にそのとおりだと思います。とても

――教員で一番大事なのは、やはり頭脳もも

ちろんですけれども、人間性だというお話、

確かにそうだと思いながら聞きました。 

 私も、何もかもわかっているわけじゃない

んですけれども、教員採用の１次試験と２次

試験がありますよね。２次試験のほうは、も

う毎年必ず参加させていただいて様子を見さ

せていただいているんですけれども、やはり

２次試験のときには模擬授業というのをやっ

て、そして、その後に個人面接というのがあ

るんですよね。試験官に対して、先生がどう

いうことで一生懸命授業をやったかとか、あ

と結構面接官のほうから意地悪な質問をした

りして、できるだけちょっと人間性を見られ

るようなことをしたり、あと個人面談のほか

に集団討論というのもありまして、大体10人

ぐらいですかね。 

 以前は、半分半分に分かれてテーマを与え

て、例えば道州制に対して賛成派、反対派の

両方に分かれて議論をし合うというようなこ

とをしていたんですけれども、それよりもや

はり自分の本当の意見を述べたほうがわかり

やすいんじゃないかということで、たしか去

年からちょっとやり方を変えて、まずテーマ

を与えてそれについて自分の意見を述べると

いうやり方に変えたということです。 

 集団の中でそういう面接を見ることで、や

はり発言が消極的な方とかいらっしゃいます

よね。そういう方に手を差し伸べて、あなた

はどうですかと、こう言ったり――そうい

う、御自分の御意見だけではなくて、周りに

対する気配りとか、あとリーダーシップと

か、そういうのを見られるようには考えてあ

るんだなという感想は受けました。 

 

○溝口幸治委員長 ありがとうございます。 

 ほかに。 

 

○城下広作委員 ちょっと今の関連で。 

 例えば、短い時間で人間性を見つけるとい

うのは、なかなか難しい。(古荘文子教育委

員「そうですね」と呼ぶ)これが一番、人間

の、何しろ難儀なことだと思うんですよ。そ

れをどうクリアするかというか、人間性とい

うのは面談のときではなかなか見出しにく

い。かといって、それを限られた時間で見抜

いていく、それもまた難しい部分があるし、

逆に言えば、人間性というので、どういうこ

とが一番人間性で求めていきたいかというこ

とと、どういう方法だったら、よりそれを見

つけやすくなるんだろうかというような考え

方は、どういうふうに思われているかという

か、どういうふうな感じかという。これはも
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うどの先生も、委員も一緒でございますけれ

ども、我々も私も疑問に思うところなんです

ね。一番難しいところだと。 

 

○田崎龍一教育長 先ほど古荘委員の言われ

たことと重なる部分もあるかもしれません

が、今やっていることを少し御紹介も含めて

申し上げさせていただきたいと思います。 

 先ほど言われたように、１次試験ではある

程度、言うならば一定のレベルの、平均点以

上の方を、採用する場合の３倍から５倍採ら

せていただきまして、２次試験の中で、先ほ

どありましたように模擬授業であるとか集団

討論であるとか個人面接あたりで、短い間で

はありますけれども、その中で人間性をでき

るだけ把握するような形で２次試験をやっ

て、できるだけすぐれた教員を採用したいと

いうことでやっております。 

 今城下先生がおっしゃった部分で、今県教

委で取り組んでいる部分は、臨採の先生あた

りでずっと頑張っておられる方を市町村教育

委員会から推薦を受けたり、また県立学校で

あれば県立学校の校長から推薦を受けまし

て、そういう方については１次試験を免除し

て２次試験からの部分だけでやっていただく

と。そういう中で、日ごろのそういう頑張り

もしっかり見られて、かつ２次試験の中で、

ほかの受験生の皆さんと競争といいますか、

そういう形でやる中で、できるだけやっぱり

人間性にすぐれた、一生懸命頑張っていただ

く先生方を採用したいということで取り組ん

でいるところでございます。 

 試験制度というのは、やっぱりこれで一番

いいんだということではなくて、いろんな意

見を聞きながら変えていかなければいけない

という部分もあるという認識は持っておりま

す。特に、熊本市が今度、ことしから採用を

やりまして、県とまた違う、年齢も撤廃した

りとかやり方をしていますので、そういうの

も参考にしながら、来年以降もできるだけ、

そういう人間性にすぐれた人を採用できるよ

うに頑張っていきたいと思っているところで

す。 

 

○米澤和彦教育委員長 私は、逆の立場から

１つ、学生の採用をお願いするほうからで

す。 

 両先生おっしゃったように、向くやつと向

かないやつというのは見ればわかるんです

ね、教師の側としても。小学校であれ、中学

校であれ、高校、大学、学校と名のつくとこ

ろは、基本は教師なんですよ。設備も大事で

すよ。教育環境も大事だけれども、結局教師

なんです。教師がどうかというときに、やは

り学生を見ていまして、大体わかるんです

ね。 

 単純に言いますと、模擬授業――採用試験

は今非常にいいこと。これは数年前から入っ

たわけですが、授業は、リズムがあるんです

よ。だめなやつは、リズムがない。これは、

どんな努力をしてもなかなか直らない。これ

は、持って生まれたものがあると思うんです

ね。授業にリズムがない者は、たとえ受かっ

ても、これはいい教員にならないというのは

大体わかるわけです。それはそれなりに方向

を変えたがいいんじゃないかとかいうことは

言うんです。 

 きょう議論に出ていますように、私も全く

そうで、結局頭、ここがなきゃどうにもなり

ませんが、プラスアルファの心の部分、これ

はやっぱり非常に重要で、採用試験をお願い

する立場からこの10年を振り返ってみます

と、最初はほとんど１次試験でいっていた。

それが、最近２倍ぐらい採っていただいて、

面接と模擬授業を入れていただいて――これ

はぜひ入れてくださいとお願いしたんです。

授業をやらせないと――ただ10分、30分でわ

かるかとおっしゃいますけれども、まあプロ

が見れば、細かい点はだめですが、リズムが

あるかないか、この学生、受験生は教師に向
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いているか向いてないかの判断は大体できる

だろうと思って、ぜひ、そういう模擬授業と

か、それから面接も――ほかの就職試験もそ

うですが、ある程度練習させるので、これも

なかなか見抜くのは難しい。おっしゃるとお

り、30分程度じゃ――どこでもそうですが、

就職もそうでしょうが、訓練をやるものです

から、そのはみ出た部分を、どう見るほうが

見抜くかという、そこの力量も問われている

と、そういう感じで見ておりますけれども。 

 

○山本秀久委員 今米澤先生がおっしゃった

ように、いろいろな角度からいろんな観察を

されることはわかりますけれども、リズム感

で我々見ていればわかるんだという、そのわ

かるんだというところがね、私はちょっと疑

問に思うときがあるんですよ。そうかなとい

う頭で見る必要もあると、私は思います。そ

れはなぜかというと、ある問題で来たとき

に、ちょっとした動作の中に出てこないんで

すね、何かしら。ここのところは違うんじゃ

ないかなと思うことがある。 

 前にもちょっと教育長に話したことがある

んですけれども、家庭訪問のときに、相手

は、先生が来たからと、自分の孫とか子供と

座って――立ったままおじぎをする人が、ほ

とんどいないんですよ。ひざまずいて、ああ

おいでくださいましたと、いつもお世話にな

りますと言ったとき、相手は――靴脱ぐ前な

ら立っていいですよ。靴脱いで上がったな

ら、相手が座っていれば、中かがみぐらいに

腰を落とすべき、そういう感覚がずれている

わけだ。そのときの動作に対する判断が間違

っている。それが、私が言う首から上の人間

だと。だから、常識的判断ができていないと

いうことに疑問を感じるわけです。だから、

まず常識を持つこと。 

 私は、いつでも言います。政治にあずかっ

て一番基本に置いていることは、まず人間は

命が一番大切なんだと、それが基本なんだ

と。命がある。だから、我々政治をやるとい

うのは、県民、国民が大切な命を依存できる

かということ、国に依存できるかと、命を。

そこが基本だと思ってやっているものですか

ら、だから、教育問題も、そういう命という

もののとうとさというのが少し薄れた教育が

ありはせぬかという感じがしてならないわけ

ですよ。自分が現在あるのは、親があってこ

ういう実在があるんだと、そこの実態性に欠

けている面がどうも教育の中にあるような感

じがしてならない。ただそれだけです。 

 

○溝口幸治委員長 今教員の採用の制度につ

いてのお話がありましたので、この辺でちょ

っと整理をしたいと思いますけれども、議会

でも質問等で、教員の採用のあり方とか制度

についての御提案は議会の質問でできると。

それを踏まえて、教育委員会の事務局で、今

年度のあるいは次の年度の採用の制度はこう

いうふうにしたいということを決める。決め

るときに、議会から提案がある。しかしなが

ら、議会だけの声ではなくて、例えば教育委

員の皆さん方と議論をする場があるのか、そ

れとも何か別の組織をつくって議論をして最

終的に制度を決めるのか、それとも教育委員

会の事務局だけでもう決めてしまって、最後

に教育委員会に諮って、こういう制度でいき

ますと言うのか。今どういうやり方をされて

いるのか、ちょっと最後に教育長からまとめ

ていただきたいと思います。 

 

○田崎龍一教育長 現在のやり方につきまし

ては、いろんな議会の質問と、いろんな形で

の意見を踏まえまして、事務局で一応の案を

つくりまして、最終的には教育委員会の中

で、こういう形で来年の試験はやりますと、

採用人数についてもこういうことを考えてお

りますということで提案いたしまして、決め

ていただくというのが今のやり方でございま

す。 
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○溝口幸治委員長 じゃあ、過去に教育委員

の皆様方から御意見をいただいて、制度その

ものを新たに進化させるというか、時代に合

ったものとして変えていくというような作業

ももちろんあったというふうに理解していい

ということですね。はい、わかりました。 

 教員の今の採用制度については、これで議

論を終わりたいと思いますが、ほかにあれ

ば。 

 

○小杉直委員 今んとに関連して、ちょっと

追加の質問をさせていただきますが、その前

に米澤先生、委員長就任おめでとうございま

した。(米澤和彦教育委員長「よろしくお願

いいたします」と呼ぶ)また、古荘委員にお

かれましては、長い間、議場でのお座り大変

御苦労でございました。ほっとしなはったで

しょう。(古荘文子教育委員「はい、ほっと

しました、ちょっとだけ」と呼ぶ) 

 今のお話の中で、つまるところの一つは、

教師像がどうなのかということになるかもし

れません。我々が若いときから、教師という

ものは聖職だという思いで尊敬してきたわけ

ですが、最近の教師の先生方は、教師は聖職

だというふうな観念性というのは強くお持ち

でしょうか。だんだん薄らいできている傾向

にあるんでしょうかね、いかがでしょうか。 

 

○米澤和彦教育委員長 私は、学生をずっと

30年、40年――大学生に聞きますと、それは

教員に限らず、そういう意識というのはだん

だん少なくなっているのは事実です。山本先

生がおっしゃったように、とにかく挨拶でき

ぬやつは教員になれぬ、それはもう当然おっ

しゃるとおりでございまして、授業とか、あ

れは関連しているんですね。挨拶がきちっと

やれるやつは声も大きいし歯切れもいいしと

いうことで、そういう意味でできるだけ、公

務員もそうでしょうが――小杉先生の御質問

へのお答えとすれば、残念ながらそれは薄れ

てきていると思いますね。 

 

○小杉直委員 それに対して、元来の聖職と

してのあり方が、正しい存在価値というよう

な方向での、その価値観のアップというのは

なかなか難しゅうございますか、時代の流れ

から。 

 

○米澤和彦教育委員長 そうですね。やっぱ

り教員だけではなくて公務員でも、本当は公

僕ですからきちっとと言うんだけど、やっぱ

り楽だからとか、そういうことがなきにしも

あらずで。特に教員に関しては――表面は答

えるんですよ。ただ、本当に命がけでやるか

という、そこのところはやっぱり少しずつ薄

れてきている。これは、若者全体だといえば

ちょっとあれかもしれませんが、それはやは

りどっかできちっとやっていかないと非常に

難しい。聖職そのものが、やっぱり今の若者

の世代には理解しがたくなりつつあるんじゃ

ないかなと、あるいはもうだんだん消えてい

るんじゃないかなという気はしております。 

 

○古荘文子教育委員 やはり保護者との関係

がかなり、やっぱり以前からと変わっている

と感じますね。以前は、大学を出た立派な方

が先生になっているということで、先生の言

うことは全部正しいと一応、一応というか、

そういうふうに母親も子供に言い聞かせてい

たところがあると思うんですけれども、今は

ほとんどの方が大学に進むようになって、お

母さんとかお父さんも結構いい、きちんとし

た学歴の方も多いわけですよね。そしたら、

やはり先生が、特別頭がよくてすばらしい、

神様みたいな方だという教えが、もう家庭で

はできてないように感じますね。 

 

○小杉直委員 はい、わかりました。 
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○金森秀一教育委員長職務代理者 私が思う

のは、先生の育成だと思いますね。それは、

入ってからの先生はどうあるべきだというと

ころです。昔は、聖職ということで、それに

合うような人がなられていたんでしょうけれ

ど、今は、委員長もおっしゃったように、や

っぱり非常に――学生が平準化してきてい

て、そういう中で教員になる人もいれば、ま

た産業界に入る人もいれば、いろんな人がい

るわけですけれども――自分が教員として入

ったんだけれど、どういうふうな姿になるべ

きかというあるべき姿がはっきりしていない

んですよ、何となく先生になりましたと。何

でと、教育学部に入ったからと。教育学部に

何で入ったのと、いや工学部には点数に足り

ぬだったからとか、そういう形で入っている

人もいるので、先生はどうあるべきかという

のをやっぱりもう一度明確にすべきじゃない

かと。 

 そういう意味で、この２年ほどは、教育委

員会では人事評価制度を、事務局のほうから

資料を出していただいて、その中で人事評価

制度がどういうものなのかと。それは、私は

産業界から入っていますので、産業界とどう

違うのかというところを議論して――今まで

あるべき姿が示されていなかったんです。示

されていなかったというのは、逆に言うと、

評価する人は、こういうふうなところを見ま

しょうという点数評価のためのあるべき姿と

いうのを持っていて、それでこの教員はどれ

くらいの点数だとつけているんだけれども、

そのあるべき姿が、評価される人にオープン

にされていないと。これは非常に、産業界に

とっては矛盾しているということで、事務局

にも申し上げて、今はそれを評価される人

も、こういうふうなところをそれぞれのとこ

ろで見られるんだと、または教員はこういう

ところの資質は持たなきゃならないんだとい

うことを勉強していただいています。これ

は、まだ２年目ぐらいですよね。 

 ですから、これからどんどん変わっていく

と思いますけれども、そういう育成が必要だ

と思いますし、最初の山本委員の御質問のと

ころも、やはり、選考としては今皆さんがお

答えになったようなことをやっていく必要が

ありますけれども、それ以上に、入ってか

ら、やはり心の問題のところもしっかりと教

育していくべきだと思いますね。 

 そのためには、採用のところで重要なのは

コミュニケーション能力だと思います。コミ

ュニケーション能力がなければ、やっぱり、

例えば家庭訪問に行ってこういうことをすべ

きだよということを言われても、それに対し

ての行動がやっぱりできづらいと思います。

できないとは言いませんけれども、できづら

いと思いますので、コミュニケーション能力

というのは、採用のときにやっぱり見ていく

べきだというふうには思っています。 

 以上です。 

 

○小杉直委員 わかりました。 

 それはもう教職の職業でなくて、公務員、

いろんな職業の中に聖職と昔から言われた公

務員はあるわけですが、価値観の相違とか、

時代の流れとか、今おっしゃった方向ですけ

れども、恐らく我々は、やっぱり議員たちも

気持ちの中には教師像というものを描いて、

その先にはもともとの聖職だというふうな期

待感を持って、いろんな質問とか意見を言う

こともあるだろうというふうに思います。私

自身がそうだもんですからね。しかし、やっ

ぱり今説明のあったような形でだんだん薄ら

いできて、しかし、それでももとのいい方向

に戻すべきだというふうな御意見も拝聴し

て、ある程度安心したわけですが、あと具体

的に２点ほどよございますか。 

 

○溝口幸治委員長 はい、どうぞ。 

 

○小杉直委員 １つは、どこの新聞かちょっ
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と急には覚えておりませんが、文科省の指導

か指示で、いじめ対策担当教員をつくる方向

の対策を打ち出したというふうにちらっと聞

きましたけれども、それはそれでいいわけで

すが、これは文教治安委員会で田崎教育長に

も御質問しておりますので、ダブって恐縮で

すが、１つは、古荘委員もおっしゃいました

けれども、家庭訪問の担任の先生が、現場は

とても忙しいという実態がわかっておりま

す。ですから、家庭訪問を頻繁にもう少しや

って父兄とのコミュニケーションを図るとい

うことは大事なことですが、なかなか、担任

の先生が自分のクラスのところを回るという

のは１年に１遍かせいぜい２遍ぐらいじゃな

かろうかと思いますので、難しい点もありま

すが、同じ学校の中での家庭訪問を担当する

先生ですね、教師、そういうものを検討され

たらどうかということが１点と、２点目は、

今もう盛んに国際問題になっております尖閣

諸島の問題ですが、御承知のとおり韓国は教

育の中で十二分にもう幼児期から取り入れて

おりますし、中国も尖閣については教育で取

り入れております。 

 日本の場合には、政府筋、有識者は尖閣、

竹島は日本の領土であるというふうなことは

わかっておられますけれども、教育の中で十

二分になされていない実態もあるようでござ

いますので、文科省の指導要領に基づいて教

育をなさっているということはわかりますけ

れども、このような現状の背景において、熊

本の教育委員会ではもっと領土、領海に対す

る教育を強化するお考えはないかと。 

 以上２点を、ダブりますけれども、御意見

として、質問したいわけですが、どなたでも

結構です。これは、12月議会で久しぶりに一

般質問しますので、場合によっては米澤教育

委員長さんに質問する予定でございますの

で、もう前もって手のうちを明かすようなこ

とでございますけれども、せっかくの場でご

ざいますから。 

 

○田崎龍一教育長 私から申し上げるのは申

しわけないんですが、前回御質問があったと

きに私のほうから学習指導要領のことを申し

上げておりますので、委員の皆さんには詳し

いところをまだ御説明をしてない部分があり

ますので、どう答えたかということだけちょ

っと……。 

 もう皆様御存じのとおり、学習指導要領で

は、小学校の段階で北方領土について教える

と。中学校段階になると、それに加えて竹島

問題も教えるということになっております。

高校段階で尖閣諸島が入ってくるというよう

な、発達段階に応じた領土、領海問題の教え

方をしているというのが学習指導要領でござ

いまして、その点について、前回小杉委員の

ほうから、もっと熊本独自の取り組みをやる

べきではないかというようなお話をいただき

まして、私のほうから、文科省も野田首相も

今の学習指導要領では足りないところがある

という認識は持たれているので、しっかりそ

のあたりは国に要望していきたいというよう

なことでお答えをさせていただいた経緯がご

ざいます。そういう前提で、ちょっとお答え

しているということで、申しわけありませ

ん、何か意見交換の趣旨と違うかもしれませ

んけれども……。 

 

○米澤和彦教育委員長 小杉先生から２点、

家庭訪問が今は非常に難しいということがあ

って――１つは、お母さん方がお勤めなもの

ですから、なかなかその時間がとれないとい

う現実も否定はし得ない。その時間、おって

いただければいいんですが。 

 先生の御指摘に、教師が忙しいという話が

ございました。これはやっぱり今後、何が忙

しいか――教育委員会あるいは教育庁事務局

で、忙しいのはその分できるだけ外して子供

と接触する時間が何とか持てないだろうかと

いう研究が始まっていまして、御存じのよう
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に、鹿本教育事務所あたりは、とにかく会議

を減らせと、パソコンに向き合う時間を減ら

そうとか、そういう具体的なことを始めてい

かないと、忙しいから何とかしようというこ

とを具体的に始めないといけないということ

で始まっておりますが、ただ、これは学校の

大きさとかあるいは小学校、中学校それぞれ

ございますけれども、御指摘のように教師が

忙し過ぎるというのは――これは忙しいこと

からとにかく解放してやらないかぬ。子供た

ちと向き合う時間を――それは積極的にやっ

ていきたいと、個人的には思っております。 

 これは解放しないと、忙しいのは――昔の

先生は、私も同世代で、割合暇だったような

気がするんですよね。宿直があって、先生た

ちは、言うちゃ悪いけど宿直で酒飲んでとい

う感じで、それで子供たちは――今の時代は

合わないんでしょうけれども、これだけパソ

コンその他がなったのに何で忙しいかという

のは、やっぱりそこは少し研究しないと、家

庭訪問を含めてできないだろうと思っており

ます。 

 それから、領土問題をどう教えるかという

御質問があれば、12月議会でということにな

りますが、基本的には教育長が言ったよう

に、学校ですから教育指導要領に沿って、や

っぱり発達段階に沿って教えるということで

ございます。 

 ただ、我々教育関係者は、それはわかって

いるんですが、今回の事件がありまして、一

般国民の皆様、県民の皆様はやっぱりびっく

りした部分があったんだろうと思います。映

像で流れますと、韓国がどういう、あるいは

中国がどういうと、その辺を含めてやはり少

し考えないかぬということと同時に、教師が

これをどう教えるかということも大事。その

辺は今後検討していきたいと思います。 

 教科書も大事ですが、教えるのは教師でご

ざいますので、教師をどういう――私はやっ

ぱり教科書を超えるような力がないと難しい

と思っていますので、教科書と同時に、この

問題に対して教師が子供たちの年齢に応じて

どういう姿勢で教えるかということも非常に

重要だと思っていますので、その辺は教育委

員会で考えていきたいと思っております。 

 

○小杉直委員 ありがとうございました。 

 家庭訪問の件は、おっしゃるように子供と

のコミュニケーションも大事ですが、父兄で

すね、父兄と教師とのコミュニケーションの

あり方といいますか、もっと深めるという意

味からも、家庭訪問を担当する教師をつくる

ということも一つの方法かなと思って、先般

教育長に質問したわけです。 

 領土、領海問題は、確かに教育長がおっし

ゃるように教科書には流れておりますけれど

も、もともと北方領土が主にですね。そし

て、次に竹島。尖閣諸島はちょっと載ってい

るという程度みたいですもん。これを突き詰

めていけば教科書の選定問題になりますの

で、余り深めるのも現時点ではちょっと時期

が合わないかなと思いますけれども、おっし

ゃったように教える教師側の、先生方がよく

理解して、そして教科書に載っていることを

教えることに対しても、それに気持ちが入っ

た教え方をするかどうかが一つだし、また、

教科書に載っていなくても、これだけ領土、

領海問題は日本にとっては重大な問題で、毎

日中国の漁船が領海内に入ってきている現実

がありますので、これにどう――なかなかこ

れは難しい問題ですが、教育委員会の立場も

難しいでしょうけれども、今教育委員長のお

考えを聞いて、随分私は安心いたしました。

ありがとうございました。 

 

○溝口幸治委員長 田崎教育長、領土の件

は、この前私もちょっと提案しましたけれど

も、できれば、教師が教える教え方とかいろ

いろありますけれども、韓国、特に竹島問題

で痛切に感じるのは、やっぱり国民の意識の
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差ですよね。 

 私、この前御提案したように、小中高全て

のところの教室に日本の地図をちゃんと――

沖縄とかを切り取ってこっち側に載せるんじ

ゃなくて、日本の地図自体をきちっと認識さ

せるような動き、そういうのが大事だという

お話をしましたけれども、小中は、またそれ

ぞれの教育委員会が絡みますけれども、県立

の施設ではいろいろお考えになっているとい

うふうに聞いていますけれども、その辺をち

ょっといいですか。 

 

○田崎龍一教育長 日本国土地理院が出して

おります地図、私の教育長室にも掲げており

ますけれども、そういうものを来年度から県

立学校には掲げてもらおうということで、予

算のほうの要求あたりも出させていただいて

おります。 

 そして、小中学校につきましても、前回市

町村教育長会議があったときに、そういうふ

うな話があると、県立では考えているので、

小中学校にも義務教育のほうから事務的な話

としてまたおろさせていただきますという話

はさせていただきました。 

 

○溝口幸治委員長 私たちみたいに大人にな

ってくると物忘れも激しくなってきますが、

子供のころって図形で覚えるんですよね。幼

稚園とか保育園へ行くと、漢字なんかも図形

で覚えていくわけですね。やっぱり子供のこ

ろから、日本にはこういう島があるんだとい

うことを図形でまず覚えるということが大事

で、その後はそれぞれの発達段階に応じてそ

れぞれの果たすべき役割で教えていただくと

いうのが大事だと思いますので、ぜひよろし

くお願いしたいと思います。 

 ほかにございませんか。 

 

○大西一史委員 きょうは、教育委員の皆さ

ん方には、本当にこういうお忙しい中、時間

をとっていただいて、我々委員との意見交換

の機会をいただいたということに本当に感謝

申し上げたいと思います。 

 私自身も、これ溝口委員長から言われるま

で、ああそうだなと――文教治安常任委員

会、私15年県会議員をしている中で何回か所

属させていただいたんですが、そういう機会

というのは本当に一度もなかったということ

と、実際に政治的な中立性だとかいろんな独

立性だとかそういったことはあるにせよ、や

っぱりこうやって意見交換をするというのは

非常に有意義なことだなというふうに思いま

したので、きょうは楽しみにして臨みまし

た。 

 正直、最初実は幾つか質問事項を考えて提

出してということも考えたんですが、できる

だけフリーでというか、私も思いを直接述べ

たいし、お聞きしたいなということで、委員

長には申しわけなかったんですけれども、そ

ういう形できょうは臨ませていただいており

ます。 

 そこで、ちょっと今いろいろお話がある中

で、教育のいろんな課題、教員の資質である

とか、それから、例えば個別で言えば領土問

題の話とか、非常に今話題になっている話が

いろいろあるんですけれども、私は、この中

立性というときに、教育の中立性って非常に

難しいなというふうに思うんですよね。何を

もって中立というんだと。どこが中立なんだ

と。時代によってもあれによってもなかなか

中立というのは難しいなというふうに思うん

ですよね。 

 私は、先生方のいろんな考え方、現場の教

師の方の考え方というのは、それぞれに私は

尊重されるべきであろうというふうに思うん

ですが、それぞれいろんなお考えがある中

で、学習指導要領では例えばこういう形で教

えていますということが、ある意味ではもう

基本ですよね。 

 ただ、先生方の考え方によっては、例えば
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右であるか左であるかという言い方はちょっ

とよくないかもしれぬけれども、右なのか、

私はちょっとやや左側の考え方を持っている

けれども今こういう形だよというような形

で、私は、それぞれの先生の何か意見という

か、思いというかな、考え方というかな、そ

ういうものをやっぱり出した上で、中立とい

うのは何なのか皆さんも考えてみましょうよ

というのが、私はやっぱり教育現場でもある

べき姿だろうと思いますね。 

 だから、そういう意味では、教育の中立性

というのは非常にぶれないというかな、こと

とか、考え方を排除することに走ってはやっ

ぱりいけないだろうなというふうに私最近特

に感じるんです。いろんな考え方がある中

で、それぞれ極端な考え方もあるというふう

なことはあっていいと思うんですけれども、

そういう教育の中立性に対する委員の皆さん

方の考え方というのを、どういう今思いでお

られるのかというのをちょっと聞かせていた

だきたいなというのが１つ目でございます。 

 

○溝口幸治委員長 非常に難しい質問ですが

……。 

 

○大西一史委員 ちょっと、投げかけとして

非常に難しいので申しわけないんだけれど

も、率直にということで……。 

 

○米澤和彦教育委員長 高校の教壇にも立

ち、大学の教壇にも立ち、教師を育成してお

り――非常に難しいんですよね。ただ一点に

固まればいいかというと、そうでもない。 

 ただ、私はいつも言うんですが、野球と同

じです、ストライクに入ってくれよと。ど真

ん中でなくてもいいけど、やっぱりアウトコ

ースぎりぎり、内側ぎりぎり、インコースぎ

りぎりあるかもしれぬ、左右あるかもしれな

いけど、やっぱりストライクから外れたら困

ると。真ん中が中立じゃなくて、難しいけれ

どもこの幅に入る、これを外さないことが大

事だという指導はやっております。 

 だから、本人によって時代によっても変わ

るかもしれぬけど、原則は何かというと、ス

トライクゾーンから外れたら困ると。ストラ

イクゾーンは、一応学習指導要領にメーンが

書いてあるわけですから、その幅がある。そ

の幅までをそこで知る必要があるし、イデオ

ロギーが違うし、先生方の年齢や経験で違う

でしょう。ただ、中立というのは、少なくと

もストライクゾーンは外すなと。僕は、これ

が中立の大原則だというふうに思って教えて

いるし、そういうふうに思っております。 

 

○溝口幸治委員長 はい、ありがとうござい

ます。 

 

○古荘文子教育委員 大西先生がおっしゃっ

ている質問がよく理解できているかどうか、

ちょっと不安ですけれども、今質問を聞きな

がら思ったのは、やはり先生がおっしゃるよ

うに、先生個人によってどうしても自分の思

いがありますよねと。いろいろやはり自分の

思いで教えられるところはあると思います。 

 ただ、言ってほしいのは――私はたまたま

中学校のときに校長先生から言われたことで

すごく覚えているのは、人の言うことをその

まま信じるなということです。仮にテレビで

ニュースが流れようが、新聞に載っていよう

が、あと教科書でさえ自分の目で確かめたこ

とでないと本当だと思ってはいけない、何で

も疑問に思ったら自分でとことん調べてみろ

と。実験も自分でとことん実験しろと。そう

いうことをすごく言われたことを、ずっと覚

えているんですよね。 

 だから、学校の先生もいろんな教え方をさ

れるでしょうけれども、やはり本当のことは

自分で勉強して、疑問に思ったことは自分で

勉強して、真実を自分でつかみなさいとい

う、そういうことを先生に教えてほしいなと
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思っています。 

 

○溝口幸治委員長 ありがとうございます。 

 

○大西一史委員 委員の方々、もしよければ

お願いします。もしあれば、ぜひお聞きした

いんですけれども。 

 

○金森秀一委員長職務代理者 これもやっぱ

り、それぞれ判断基準に差があるわけですよ

ね。いみじくもストライクゾーンと言われま

したけれども、そのストライクゾーンの基準

というのはどうなんだというところをはっき

り、これはちょっと示さないと、教員の人も

動きようがないところもあると思うんですよ

ね。 

 ですから、当然採用のときにいろんな話を

する中で、ストライクゾーンからずれてるか

どうかというのはまず見なきゃならないです

けれど、そのストライクゾーン自体をちゃん

と教育側として示していくということが必要

だと思います。その中で、個人もしっかり勉

強して、そのゾーンの中でどうかということ

で教員としての動きをしていただくというこ

とで、自分の考えをやたら押しつけるという

ことが正しいことじゃないということもその

中でやっぱり学んでいただかなければならな

いと思いますね。 

 

○溝口幸治委員長 はい、ありがとうござい

ます。 

 

○大西一史委員 田崎教育長、一応せっかく

おいでになっているので……。 

 

○田崎龍一教育長 各委員おっしゃったこと

と重複しますけれども、私は１つ大事なこと

は、やはり小学校、中学校、高校という発達

段階に応じて――教師が教えるときの影響の

大きさというのは、逆に小学校のときのほう

がやはり純粋に担任教諭のことを正しいと思

いますので、それが中学、高校になればいろ

んな意見があるというのがわかってきますの

で、そういう意味では、基本は、やはり学習

指導要領というその基本を踏まえた上で、小

中、特に教えていただくと。 

 ただ、そういう中で、さっきもありました

けれども、いろんな考えがやっぱりあるんで

すよと、世の中には。自分たちでそこはしっ

かり考えていくべきだという、そこまでしっ

かり教えていくような教師をしっかり育てて

いかなければいけないと思っております。 

 

○大西一史委員 今いろいろ委員の先生方の

お話を聞いて、ああなるほどなと、非常に納

得できるものがありました。ストライクゾー

ンの話も米澤先生からありましたけれども、

ともすれば、この領土問題なんていうのは今

非常に話題になっていて、時事問題として非

常にもう重要な問題ですよね。政治、国家と

してどうあるべきかということも含めて考え

るような問題なので、実はこういう問題が起

きてるときにこそ、本当はこういうものに対

して教育現場でやっぱりきちっと取り組むと

いうことは大事だろうと私は思っているんで

すね。 

 ところが、そういう問題を何かこう取り上

げると、やや思想的、イデオロギー的なあれ

があるんじゃないかということで、どうも、

そういう現場の先生方の声をちらっと聞く

と、やりにくいんだよなという話が非常にあ

って、中立ということに関しての現場の先生

方の捉え方というのは非常に難しいですし、

それによってかなり影響が出ているなという

感じを私は受けるんですね。 

 だから、萎縮しないでストライクゾーンは

どんどんどんどん議論していいんだと、教育

の中でやっていいんだという、先生たちが萎

縮しないような方向での中立のあり方という

んですかね、やっぱりそれを教育委員会の中
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でぜひ今後も議論していただきたいなという

ふうに思います。 

 私も、県議会の中でいろんな先生方とお話

をして、これは違うんじゃないかなと思って

いることも、議論している間にはなるほどね

ということにやっぱりなってくる。やっぱり

そういうことは、ぜひお示しいただきたいと

思います。 

 それと、もう１つ、これは根本的な話にな

るんですけれども、教育委員会制度に対し

て、今いろいろ見直しであるとか、抜本的な

改革であるとか、いろんなことを言われてい

るところです。教育委員会自体がやっぱり非

常に形骸化しているんじゃないかとか、そう

いった仕組み自体を変えようという話がある

んですが、そういった教育委員会制度に関す

るいろんな指摘事項に対して、先生方、委員

の皆さん方、どういうふうにお考えなのかと

いうことをちょっとお聞きしたいと思いま

す。 

 例えば、現在――米澤委員長は今回からと

いうことでありますけれども、これまでの委

員会の経験の中で、こういうふうに改善した

ほうがいいのではないかと――抜本的にこの

制度自体を変えるという話というのは、国の

ほうで、これは平成18年の経済財政諮問会議

からずっとやっているわけですよね。中教審

でもやっていますし、17年かな、いろいろ答

申も出たりして、私も資料は一応見たんです

けれども――率直に言ってもうちょっとこう

したほうがいいんじゃないかなというのがあ

れば、お聞かせいただきたいと思います。 

 それと、実は私たちも、教育委員会で何が

議論されているのかなというのを意外と知ら

ないというか、非公開の部分はこれはやむを

得ぬと思うんですが――実は、これが議事

録、ホームページで出てくる議事録なんです

よね。これを見ても、例えば委員長の発議に

より提案され、それに対して原案どおり可決

したとか説明して、それが書いて――どんな

議論がされたのかというのは、実は、このホ

ームページ上ではとれない。詳しくは情報プ

ラザに行ってとってくださいという話なんで

すよ。 

 我々は、教育委員会のほうに要求すれば、

当然議会で議論するからということで出てく

ると思いますけれども、こういったところも

――実は、教育委員会によってはフルオープ

ンにしてあったりするんですよね。ホームペ

ージで簡易に県民の皆さんが見られるという

ような状態になっているところもあるので、

やっぱりそういったところの改善というの

も、私は必要なんじゃないかなというふうに

思うんですが、その辺についての御意見があ

れば、ちょっと聞かせていただきたいという

ふうに思います。 

 

○溝口幸治委員長 それでは、どなたから行

きますか。 

 

○古荘文子教育委員 まず、後のほうの議事

録のことですけれども、以前はもうちょっと

すごく丁寧というか、いっぱい書いた議事録

だったんですけれども、いつの間にかそうな

っていたので、確かに大西先生おっしゃるよ

うに、もう少しきちんと、どなたが読まれて

も議論の内容がわかるようなものにしていた

だいてもいいかなというふうに思います。 

 あと、制度のことですけれども、そうです

ね、私も何年かやってきて、非常にやりにく

いなとか、難しいなと思う――何でもいいで

すか、勝手なことで。たまたま、米澤先生が

入られるまでは全員50代ということで、現役

ばりばりの方ばっかりなんですよ。だから、

やはり時間的にすごく――御自分のそれぞれ

職業も持っていて、委員もしているというこ

とで、やはりもうちょっと時間的に余裕があ

ったほうがいいのかなという思いはしまし

た。 

 やはり私は、たまたま教育委員になったと
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きに――自分が教育について話すときは、ど

うしても自分の子供時代のこととか自分の子

供を育てたときのことを基本に考えるわけで

すけれども、やはり物すごく毎年毎年変わっ

てきているんですよね。だから、今の学校の

現場を知らないといけないということで、私

たまたま１週間、ある中学校にずっと朝から

夜まで通わせていただいて、それで本当にす

ごく、ああ今こんなになっているんだと、目

からうろこというようなこともたくさんあり

ました。 

 だから、やはりそういうこともできるよう

な人が、全員というのは難しいけれども、一

応教育委員会は合議制ですから、だから５人

いる中の１人はそういうフルタイムという

か、もっとたくさん時間を割いて、いろんな

学校の現場に行ったり、調べたいと思うこと

を時間をかけて調べて――当然フルタイムだ

から給料はもちろん変わると思うんですけれ

ども、そういう人が１人、専任ですよね、１

人いてもいいのかなという気はいたしまし

た。 

 

○大西一史委員 米澤先生。 

 

○米澤和彦教育委員長 私いいですか。まだ

教育委員会は１回しか出ていないものですか

ら、外から見ていて考える――一つ一般論と

して言えることは、大津のいじめ事件ね、教

育委員会――御理解いただきたいのは、市町

村の教育委員会と都道府県の教育委員会は、

やっぱり違うわけです。 

 例えば、名誉職であるとか形骸化とかいろ

んなこと、選挙がどうのとか言われますけれ

ども、県レベルでは、それはほとんど考えな

くていいことだろうと思っています。県にし

てどうかということ、要するに情報公開が原

則ですから、今は結局傍聴――先日もおいで

いただきました、山口副委員長ありがとうご

ざいました。傍聴を希望すれば――ただ、昼

来られる人は決まっているじゃないかという

議論もあることは事実でございます。根本的

に、公開していくという姿勢は当然持ってい

るし、ぜひ今後も続けていきたいと思ってい

ます。 

 熊本県の教育委員会のあり方でどう感じる

か１つ考えたなら、昔から教育委員会、外の

委員の先生方から、風通しが悪いというのは

ずっと言われてきた。風も通らないと言う先

生方もいらっしゃる。これは何とかというの

はずっと――今回恐らく質問されると思って

来た。何をやりたいかと言われたら、できる

ことは、やっぱり少し風通しがよくなるよう

な、ということはどうかというと、スピード

感が――教育委員会は石橋をたたいても渡ら

ない。それは性格上仕方ない部分もあります

が、個人的に申し上げたい。石橋たたいたら

渡るぐらいのスピードは持ちたいなという感

じ、現時点ではそういうことを考えておりま

す。 

 以上です。 

 

○金森秀一委員長職務代理者 形骸化という

ことが言われますけれども、例えば人事のこ

ととか、校長先生がことしこういう形で、人

事異動でこうなりますとか、そういうのに対

して、我々はそれでいいですかと聞かれて、

いいですねと。これについては反論のしよう

がないんですね。それぞれの校長先生を知っ

てるわけでもないし、この人が不適格なんて

いうのも判断材料も何にもないので。事務局

から上がってきたものを「はい」と言ってる

だけじゃないかと言われりゃ、それはそうな

んですけれど、それ以外のところで起こって

いる問題点、こういうのについては、我々の

委員会というのは結構意見を言わせてもらっ

ていると思います。そして、事務局からいろ

んな資料を出していただいて、変えるべきと

ころは変えていただいているというところで

は、活動をしていると思っています。  
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 例えば、校長先生――不祥事が起こります

と、それをずっと状況を聞いていくと、校長

先生のマネジメント力はどれくらいあるのか

なということが、一度議論になったことがあ

ります。校長先生はどうやって選んでいるん

ですかという話をしたら、それは教育長が選

んでいるということですよね、面接もして云

々という話で。じゃあその中でどういう評価

のものがあるんですということを見せてもら

って、マネジメントの評価項目とかも見せて

いただいて。そうすると、その中で足りない

ところは足りないところということで変えて

もらうというのもあるんですけれど、じゃあ

教頭先生のは、一般の教員の人のはと。基本

的には３つぐらいしかないんですよね、前

は。何というか、教頭先生のところは、マネ

ジメントの項目があります。ところが、一般

の教員のところは、マネジメントの項目がな

いんですよ。これは異常なことで、やっぱり

育成型で３年、５年、10年、15年なりで、ど

んどんマネジメントの項目がふえてこなきゃ

ならないですよね。その中で、能力のある人

がやっぱり教頭先生や校長先生になっていく

と、そういうふうなところの段階がどうも薄

いんじゃないかということで、これも意見を

言わせてもらっているし、そういう面での、

何かもう決まってるからそのまま行きましょ

うという形には、少なくとも熊本県はなって

ないというふうに私は思っていますし、それ

は今後も継続されていくと思います。 

 以上です。 

 

○田崎龍一教育長 全般的な話として、教育

委員会制度についてどうかというふうに聞か

れれば、私としては――いろんな御意見は確

かにあると思います。極端に言えば、教育委

員会制度を廃止して知事部局の一部局にすべ

きだとかいう話もあるというふうには思って

おりますけれども、やはり教育の中立性、安

定性、継続性という意味で言えば、現在の教

育委員会制度の役割というのは、私はまだあ

るんじゃないかと思っております。あとは、

それを実際にどう運用していくかという点が

大事なところであろうかと。 

 先ほど、委員長、古荘委員や金森委員がお

っしゃったのは、まさしくそういう運営の仕

方の部分でよりよいものにしていくというこ

とだというふうに認識しておりますし、私の

立場というのも知事と教育委員会をつなぐ役

割だと、そういう認識でこれからもやってい

きたいというふうに思っているところです。 

 

○大西一史委員 ちょっと何かいろいろ私だ

け長くなって恐縮なんですけれども、今お話

をお聞きしていて、教育委員会、やっぱり外

の一般の方から見て――私たちがいろいろ言

われるのは、教育委員会は何であんなに閉鎖

的なんだとかいろいろ言われるんですよ。私

は、実は何回か教育委員会を傍聴したことが

ありますので、いやいや必ずしもそうじゃな

くて、いろいろ厳しい意見をおっしゃってい

る方も結構いらっしゃいますし、そういうこ

とも存じ上げているんですね。 

 ところが、それが表にやっぱりしっかり出

ていっていない。例えば、金森委員がおっし

ゃったように、学校の先生の人事がどうとか

処分がどうとかという、ある意味では形式的

に決めていくことについて、あるいはルーチ

ンで決めていくことについては、もうそれで

ある程度私は形骸化していても、別にそれは

構わないと思うんですが、よっぽど問題がな

ければ。 

 だけど、それ以外の問題での、やっぱり議

論というのを委員の先生方がぶつけられると

いうところをぜひ見たいし、それをもって我

々も委員会で、議会で予算を決めたり何かす

るときに、制度を決めたりするときにやっぱ

り反映させたいなという思いがあるので――

議事録については、これはテクニカルな話な

ので、どうにか、出せば出る話なので、それ
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はあれだと思いますが、そういったところを

ぜひやっていただきたいなということと、あ

と、ちょっと私が教育委員会を見て、傍聴し

ていて思ったのは、合議制であるから基本的

には多数決でということになるんだと思いま

すけれども、賛否が分かれるようなことって

余りないですよね。何かもう少しこう、何と

いうかな、これは状況によって違うんでしょ

うけれども、多数決で、賛否が分かれるぐら

いの激しい議論が教育委員会の中であったほ

うが、私はいいなというふうには思っていま

すので、やっぱりそういう教育委員会――私

も教育現場とかでいろいろ学校評議員とかし

ていると、どうしても形式がすごく強いよう

な感じが一般的にやっぱりするんですよね。

こういうふうにきちっと形がおさまることの

ほうが教育的に見て美学だみたいな感じがど

うもあるので、それは教育委員会には当ては

まらないかもしれませんけれども、その辺は

ぜひちょっと意識していただければなという

ふうに思います。 

 それとあと、さっき溝口委員長がおっしゃ

ったこととちょっと関係するんですけれど

も、県議会の委員会での議論であるとか一般

質問での議論であるとかをぜひフィードバッ

クして議論していただくような――なかなか

県議会の議事録も、今委員会の議事録ってち

ょっと遅いので、ホームページに出てくるの

が遅いんですけれども、大体出てきています

ので、それを見ていただくと、それぞれの委

員の皆さんが結構いい意見をおっしゃってい

る話がやっぱりあるんですね。それは、ダイ

ジェスト版でごらんになっていたりするかな

とは思いますけれども――その辺が、風通し

がよくなると、私は、別にこの制度自体を全

部ひっくり返すという話じゃなくてもいける

んじゃないかなと、いろいろですね、という

ふうに私は個人的に今思っていますので、そ

ういう意見を持っているということで、ぜひ

また今後運営していただければなということ

でお願いをしておきたいなというふうに思っ

ています。 

 

○溝口幸治委員長 ちょっと教育長、今の大

西先生の指摘は物すごく大事なことで、教育

委員会でどういう議論があっていて、その情

報が我々に伝わる、あるいは我々県議会がど

ういう議論をやっていて、それが教育委員の

皆様方にどう伝わるかというのは非常に大事

なんですね。 

 そこで事務局が大事になると思うんですけ

れども、自分たちに都合のいいこと都合の悪

いことも含めて、きちっとそこを意思疎通と

いうか橋渡しをやるのが事務局の仕事だと思

いますが、その点について、何か心がけてる

ことがありますか。 

 例えば、県議会で、国への意見書だとかい

ろいろ決議しますね、教育関係。そういった

ものがきちっと伝わっているのか、あるい

は、教育委員会の皆さん方から――この前行

ったときも結構賛否、最後手を挙げるところ

まで行かないにしても、やっぱりいい意見交

換というか、とてもやっぱりあったと思いま

すので、そういった意見ってなかなか我々に

は――ああ行ってよかったなと実は感じたん

ですが、そういった、最終的に決まった結論

は結論として、それまでの議論の背景だとか

そういうのっていうのはなかなか伝わりにく

いので、そういったところをどういうふうに

今工夫して伝えているのか。 

 

○田崎龍一教育長 本会議の席には、当然委

員長も入っていただいて、私と聞いて、それ

を踏まえて教育委員会の議事運営をやってい

ただいているというふうに思っております。 

 確かに、文教治安常任委員会等でのやりと

りについて、翌日あたりに新聞等に出るよう

なやつについては、もう次の委員会あたりで

御説明をするように……(溝口幸治委員長

「新聞が正しい情報じゃなかけんですね」と
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呼ぶ)そういうのに取り上げられた項目につ

いては、しっかり、いや実際はこういう話で

したというようなことは申し上げるようにし

ておりますけれども、ただ、全てにわたって

こういうやりとりをしておりましたというよ

うなことは、確かに御指摘の点、少し不足し

ている点があったと思っております。そこ

は、今後しっかりやっていきたいというふう

に思っているところでございます。 

 

○溝口幸治委員長 米澤委員長がおっしゃい

ましたけれども、風通しをよくするという点

では、やっぱりその作業というのは物すごく

大事だと思います。 

 今回私があえてこういう形をとったのも、

やっぱり教育問題ってとても今注目を集めて

いるので、何かあったときにすぐ我々と委員

の先生方との意見交換ができるようにしてお

くというのは非常に大事なことだと思いま

す。もちろん事務局がきちっと回ることが前

提ですけれども、そういった意味ではこうい

うやりとりは大事だと思いますので、そこは

ぜひ心がけていただきたいと思います。 

 ほかにございませんか。 

 

○山口ゆたか副委員長 実は、米澤委員長、

皆さんの委員会審議を見せていただいた後に

すごく興味を持ちまして、23年度分と本年度

分の議事録を全て見せていただきました。議

会事務局の図書室に備えてありますので、そ

の議事録を見せていただいて、例えば概略を

評価させていただくと、もうそれぞれの立場

で、皆さんは教育委員という立場で、そして

また我々も今の為政者として、同じような議

論を何回も繰り返しているんですよね。 

議会の場でもそうだし、そしてまた委員会

の場でもいろんな御指摘があっている。そう

いった状況が、今実は教育委員会とすれば、

２回同じ事務をやっているんじゃないかとい

うことをちょっと感じたのは、これは一つの

評価なんですけれども――実は、議事録を見

せていただいてすごく感じたのが、皆さんの

御質問、例えば金森委員の御質問とか、すご

くいい指摘があっている内容があるんです

が、それに対して教育委員会事務局のほうで

なかなか答えが出てきていないという状況

も、議事録の中からちょっと感じることがで

きたんですよね。 

すごく今の社会を見ながら、社会に身を処

しておきながら、教育委員としてどうやって

熊本県の教育の意思決定をしていくかという

ことに資するような質問、これはいい質問だ

なというふうに思ったんですが、それがなか

なか教育委員会の事務局としては、皆さんが

意思決定をしていく中で情報提供とかそうい

ったことがなされていないんじゃないかとい

うふうなことを、ちょっと議事録から推察す

ることができたんですよね。 

 そういったことを考えると、私は、今多様

化する社会の中で政策を決めていく、意思決

定していく中で、やはり皆さんもそれぞれの

主観で委員会に臨まれて発言をされていると

思いますけれども、その主観をもとに、いろ

んな情報を知った上で意思決定していきた

い、組織決定していきたいという思いがあろ

うかというふうに思ったんですが、そういっ

た中で、ちょっと事務的な資料として――こ

れ、集約するのも難しいんですけれども、そ

ういった皆さんのオーダーになかなか応えら

れていないんじゃないかというのが、ちょっ

と議事録から見えてきたんですよね。 

２度見せていただきまして、かなりのボリ

ュームだったんですが、資料も含めて見せて

いただいたんですが、私がもし教育委員と置

きかえたときに、じゃあこの資料だけで意思

決定していいものだろうかという材料も多々

あったものですから。そしてまた、皆さんの

議事というのも年に12回定例会的に行われ

て、年次的に、この時期にはこのことをずっ

と決めていかなければいけないということも
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ありますし、そしてまた、その他の項目にお

いて皆さんが問題提起されてずっと取り組ん

でいらっしゃる課題もありまして、そういっ

た委員会審議というのをもうちょっと増すこ

とによって、実は透明性とか風通しとか、そ

ういったことも構築できるんじゃないかなと

いう観点から――事務局の職員もかなり配置

してありますけれども、やっぱりこういった

情報収集というのも今後必要なんじゃないか

なというのは、議事録を見た中では感じたと

ころですけれども、皆さんが審議において、

今の情報提供をどう感じておられるのか、そ

のあたりをちょっと聞いてみたいなというふ

うに思います。 

 

○古荘文子教育委員 議事録をすごく読み込

んでいただいて、本当にありがとうございま

す。 

 今御指摘があった、要するに事務局から資

料がという、まずそのことですけれども、や

はり私たちがその場で急に質問したことに対

して、すぐ手元に資料がなくて、今ここでは

ちょっと数字がわかりませんのでまたできる

だけ早いうちに出してお知らせしますと言わ

れることも、やはり何度かあります。 

 ただ、その場合は、後日必ずきちんと出し

ていただいているということと、あと確か

に、先ほどから問題になっている議事録のこ

ともかかわってきているんだろうと思います

けれども、やはり大切なことですよね。決め

ないといけないことをもちろん委員会で決め

るわけですけれども、その前に何度も何度

も、特に大切なものに関してはフリートーキ

ングという形で、非公開の場ですけれども、

資料もきちんとたくさん持ってきていただい

て、いろいろな説明を繰り返ししていただい

たり、あと例えば高校再編でありますと、実

際に例えば天草とか行きながら、車の中で委

員同士で行き帰り議論しながら、もちろん事

務局も一緒に乗っていただいて、その場で、

行き帰りの間ずっと議論しながらいくとか、

そういうことで――確かに、議事録に見えな

いところで資料もこちらから請求したり、も

ちろん出していただいたり、そしていろんな

議論をできるだけ尽くしてきたということは

あります。ただ、それがほかの方に見えない

ということは、確かに問題ではないかなとい

うふうに今感じております。 

 

○溝口幸治委員長 それはこっち側にもある

けんですね。それはお互いさまですよ。 

ほかには。 

 

○城下広作委員 済みません。先ほどの話に

ちょっともう一回戻るんですけれども、米澤

委員長が言われました、例えば中立性を保つ

ために極力ストライクゾーンに入るというよ

うな育成をするというか、そういうものの考

え方が大事じゃないかと言われたと思うんで

すね。 

 それで、例えば教員のいわゆる受験に合格

して、教職に今からつくと。そうしますと、

早い人は、22歳から現場に行くんですよ。中

には、現場の担任になる人もいるでしょう。

今度は、実習を隔てて５回、６回とずっとや

っていく人、それはそれなりに学校現場で経

験も、いろいろと環境も整っていると思う。 

 特に、大学からそのまま、運よくしてとい

いますか、もう本当に採用されるという方

が、その人たちがそのまま職域でばんと現場

に行った場合に、中立性とか、いわゆるスト

ライクゾーンにという、それを教師像と自分

で思っている分はあるかもしれませんけれど

も、恐らく学校に行くと、先輩の先生のやっ

ぱり考えに影響を受けたりとか、個人の分の

考えを貫き通すとか、いろいろパターンはあ

ると思うんですよね。 

 私は、自分の持論なんですけれども、もと

もと、教職という先生方がいきなり現場にど

んと行って人を教えるという立場で非常に影
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響があるものだから――例えば法曹界だっ

て、例えば警察だって、消防だって、今医学

の世界だって、一旦は、その現場に行く前に

研修期間とか明確にその期間があるんですよ

ね。司法修習する期間であるとか、警察なん

か警察学校に行って、そこで不適切な人間は

逆にいえば警官をやめるというリタイアも出

てくるんですよ。それは、現場につく前にあ

る程度、こういうことだよということを訓練

しながら、または学びながら、自分には向か

ないということで、また、ある意味では適格

性に欠けるという判断も中にはあったろうと

いうか、ふるい落とされる部分があるんです

ね。 

 教育、教諭の世界に、そういう制度という

のは――ある意味では、先ほど言われる中立

性とかいわゆる人間性を見きわめる、自分は

教諭に行こうと思ったけれども、向いている

向かないというような期間というのが、私は

あったほうがいいのかなと思うけれども、こ

れは抜本的に教育改革をしなきゃできないこ

とだから。 

 私は、そういうような形で、余りにも今、

22歳ぐらいからいきなり現場に行って、そし

て周りから、ある意味ではいろんな形で期待

をされると。その期待値と自分自身の力量と

いうか、環境的にはなかなか備わりにくいと

いうような問題もあるんじゃないかと思っ

て。前は、意外とそういうことは――ある意

味では高学歴の人もそんなに数が多くない。

今は、先ほど話がありました、いろいろと社

会もそういう環境になってきたという中での

選び方というのも、また訓練の仕方というの

も、時代が変わってくると、そういうものの

考え方が必要になってくるんじゃないかと思

うんですが、これはどう考えて……。 

 

○米澤和彦教育委員長 教育制度全般の問題

で、これはもうずっと前から何十年もやっ

て、結局――１年研修を見て、やっぱりそこ

で判断すべきじゃないかという議論はあるん

ですが、これははっきり申し上げて、組合と

の話し合いの中で、イデオロギーが排除され

るという、かつてですよ、今はもうそういう

ことはないかもしれませんが、そういう議論

は常に起こってきて、議論されてきた問題で

はあるんです、これは。 

 やっぱり、おっしゃる半年なら半年――た

だ、形としては、公務員もそうですが、今１

年ですかね、仮採用。だから、そこで本採用

になるというシステムはあるんですが、そこ

が機能してないわけです。だから、本当は、

１年間は正規採用でなくて、見習いとは言え

ませんけれども、そういう期間を設定してあ

る。以前は半年だった。それを１年に延ばし

てやってあるんですが、それが機能している

かどうかというお話です。 

 これはずっと昔からある議論ですが、これ

は国家で決めていただかなきゃいかぬという

ことと、それから、常に出てくるのがお金の

問題をどうするかというので、なかなかいか

ない。とすれば、我々としては、現在のシス

テムの中でできるのは、要するにその１年間

の研修採用期間の間でどう指導できるかとい

うことを可能な限りやるというところで、今

とまっていると思います。 

 教育長、いかがですか。 

 

○田崎龍一教育長 いわゆる試用期間、採用

されて１カ月程度の法定研修がありまして、

そこで基礎的なことは教えます。そして、学

校に配属されて、早い者は担任になって、22

歳でなっていく者も中にはおりますけれど

も、今委員長言われたように１年間は試用期

間ということで、学校のほうで校長がしっか

り、その先生が教師としてやっていけるかど

うかというのを見るという期間がございま

す。 

 その中でしっかり、私としてはそれがうま

く機能するような形で各現場にお願いをして
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おりますけれども、やっぱりその前提として

は、学校の中で学び合うとか教え合うとか、

そういうことが私は大事なのではないかなと

思っております。 

 例えば、先生に、またどこかの教育センタ

ーあたりに何日間か来てもらうということに

なると、そのときには、今度は子供たちは自

習という形になってしまうものですから、そ

うなると、また子供と接する時間が少なくな

るということで、やっぱりいかに学校でお互

いの先生方が学び合うかという、そういう、

学校の風土を少し変えていくようなことが大

事かなというふうに思っているところでござ

います。 

 

○城下広作委員 結局は、試用期間でも、な

かなか不適合だという人は出てないでしょ

う、実際に。出せないと……。 

 

○田崎龍一教育長 実際にはそんなにはあり

ませんけれども、中にはやはり１年で切る場

合も、毎年ではありませんけれども、ありま

す。それは過去……。 

 

○溝口幸治委員長 過去にある……。 

 

○城下広作委員 じゃあ、あるんですね。た

まには。 

 

○田崎龍一教育長 そういうことで、１年間

の試用期間の中でやっぱり不適格という方

が、過去にはおられると思っておりますけれ

ども……。 

 

○城下広作委員 具体的には、そういう数字

を聞いたことがないからですね。(田崎龍一

教育長「あります」と呼ぶ)ありますか。 

 

○田崎教育長 はい。 

 

○城下広作委員 では、逆に、ある方は面接

のときにはどうだったとかああだったとか、

もう一回フィードバックして、よくその辺は

次の分のときに、何を見落とすのかとか、や

っぱり検討するときはこういうのかなとかい

うのを、やっぱり生かしていくというのは、

逆に言えば大事だなと。いずれにしろ、その

試用期間でよくそうやって見ていく、また、

逆に、育てるということも含めて、充実させ

るのが大事かなと思います。 

 

○溝口幸治委員長 ありがとうございます。 

 

○米澤和彦教育委員長 ぜひ意見交換会を。 

 ちょっと大きな話で申しわけないです。今

山本先生から御指摘、教師が問題だというこ

とになっているんですね。私が、きょう、と

りわけ若い先生方と一緒に今後考えて――道

州制、地域分権の中で、知事は今州都と言っ

ていますけれども、道州制、いろんな感じで

それぞれ違うんですが、道州制が成立した場

合の小中高の教育はどうするかというのは、

すぽっと抜けているんです。 

 九州は一生懸命やっていて、馬場議長おい

でですが、トップセミナーに我々も何回も行

っていろんな議論をして、道州制はこういう

ものだとやっているんです。ところが――大

学は、これはもう始めているんです。人材、

人づくり、九州が一つになった場合が――要

するに、オランダより少し小さく、ベルギー

より少し大きい範囲の中で、その産業、人材

を育てるためには高等教育をどうするかとい

うのは、私はことしも行っているんですが、

九経連を中心に研究を始めているんですね。 

 ところが、これは委員長の矢田先生にも確

認してきたんですが、小中学校はすぽっと抜

けているんだよねと、議論はずっと進んでい

るんだけど。例えば、道州制になった場合は

道州で責任を持つわけでしょう、教員採用だ

ろうがどうだろうが。そこがすぽっと抜けて
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いると。そこはやっぱり、九州で道州制を進

める中では、これはどっかで議論してもらわ

ぬと困るんだよねというのは、矢田会長から

何度も言われている｡そういうことをきょう

問題提起させていただければなと。 

 同時に、道州で受けた先生方を、おっしゃ

るように、教師をどう育てるかというのは九

州で考えればいいということになる、基本的

には。だから、九州独自のシステムをつくっ

てもいいということに原則から言うとなるん

ですね。そういうことを含めて、じゃあ初等

教育、中等教育をどうするかというのは、九

経連のトップセミナーであれだけ毎年やって

報告書も出ているんですが、すぽっと抜けて

いるんですよね。お聞きしながら、教員採用

が一番問題だとすれば、道州制がもし成立し

たときに、九州全体での採用はどう考えるの

かというあたりは、今後ぜひ検討していかな

きゃいかぬのかなと。 

 きょうは、すぽっと抜けているから――こ

れは、将来的にどう考えるか、あるいは10年

先、20年先の九州という地域社会をどうイメ

ージするかということに関連してくるんです

が、その辺もぜひ。これは、教育委員会だけ

の問題ではなくて、恐らく経済界、あるいは

議会とも考えながら、ぜひこれは――先ほど

言いましたように、座長は矢田先生です、ト

ップはね。いつもおっしゃるように、すぽっ

と抜けていると。先生、抜けているだけじゃ

困るでしょうと言っている段階です。 

 高校に関しては、雑談として出ているんで

す。水産高校は１つでいいんじゃないかと

か、その程度のレベルなんだよねということ

なので、きょうお聞きして、そういうことも

議論できるような場があればなということ

で、問題提起させていただければと思いま

す。 

 

○溝口幸治委員長 私から、まず議会のこと

を言って、もし馬場議長から補足があればお

願いしたいと思いますが、議会には道州制問

題等調査特別委員会という委員会がありま

す。これは、九州ではというか、全国に先駆

けてつくった委員会です。その中で、この中

では大西委員もお入りになっていますし、議

論をさせていただいています。 

 ただ、議会のスタンスとして、今経済界や

知事が音頭を取って一生懸命やっていらっし

ゃいますが、道州制を推進するという立場は

とっておりません、我々熊本県議会では。今

先生がおっしゃったように、教育の問題とい

うのは、まさに道州制でやっていくべきもの

に値するかどうかというのも含めて、我々今

非常に慎重に、そこは捉えて議論をさせてい

ただいています。 

 ただ、教育の分野、経済の分野、福祉の分

野という、まだそういう個別の分野のところ

に入って議論をしているのではなくて、本当

に道州制に移行するのがいいのかどうかとい

うところで議論をしています。というのは、

市町村合併も含め、成功したところ、失敗し

たところ、成功したところの話は余り聞きま

せんが、そういったものも含めて、今検証も

含めてやっています。 

 ただ、先生が今おっしゃるように、とは言

いつつ、国が、特に今度の選挙もそうです

が、道州制についてそれぞれの政党が何らか

の意思表示をしたときに、そういったものに

移行することもありますので、今の先生の御

指摘はきちっと我々も受けとめて――議会の

場で議論するというよりも、まずそれぞれの

政党間で議論することになるかと思います

が、今の御提言はきちっと党に持ち帰りたい

というふうに思っているところであります。 

 馬場議長から補足をお願いいたします。 

 

○馬場成志議長 今委員長が申し上げたこと

を繰り返すようなことになりますけれども、

委員会は、国が道州制のパッケージをつくっ

てきて、そのまま押しつけられるというよう
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なことになっては困るというようなことで、

出してきたものをいつでもここはどうなるん

だということを吟味できる、まずその力をつ

けておかなければならぬというようなことが

根本のスタートでした。その中で、今先生が

おっしゃったように、教育の問題が欠けてい

るということであるならば、それはどうなる

んだということをこれから議論していかなく

ちゃいかぬというふうに思います。 

 今まで、私たちの議論の中に抜けとったこ

とはちょっと反省しなきゃいかぬというふう

に思いますが、今からでもそのことを入れ

て、そして――要は、一番心配しているの

は、リストラ的な道州制になってしまって、

地方はその後どうにもならぬというようなこ

とになってはいかぬということでありますの

で、国から――新しい自治体に変わったとき

に混乱しないようにということを第一義的に

思っていますので、そういった意味では、ま

たいろいろ勉強させていただく機会をいただ

くかというふうに思いますが、よろしくお願

いします。 

 

○溝口幸治委員長 ほかに先生方から何かご

ざいますか。なければ、橋口委員。 

 

○橋口海平委員 私は、ずっと聞いていて、

多分私が学校の先生だったら、山本先生から

無礼だと怒られているだろうなと思って聞い

ていました。先ほど金森委員のほうから、な

った後の先生の育成というお話がありまし

て、心のほうも育成していかないといけない

という話があったんですけれども、実際今ど

のような育成をしているのかというのを、ち

ょっとお聞きしたいと思います。 

 

○田崎龍一教育長 よろしいでしょうか、私

のほうから。委員さんたちのほうから何かお

話があれば、また。 

 実際は、先ほど――法定で決まっている研

修というのがありまして、教員になったとき

に初任者の研修、５年目、10年目、17年目で

すかね。そういう形で、一定のときに研修が

法定で決まっております。そういう中で、教

科指導であるとか、生徒指導であるとか、学

校経営であるとか、そういった研修が決まっ

ておりますので、それを先生たちにやってい

くという形です。今橋口先生がおっしゃった

のは、心を、どうそういう中に入れているか

ということだと思います。 

 熊本県では、平成18年に「熊本の教職員

像」というのをつくりまして、こういう先生

方になってほしい、こういう先生方を採用し

たいというようなことでつくっておりまし

て、それを踏まえた形でのいろんな指導とい

いますか、講話であるとか、実際に例えば先

生同士、こういうときにどういう対応をとっ

ていくのかとか、そういう研修といいます

か、そういうことはやっているところです。 

 ただ、私がいつも思っておりますのは、そ

ういう、例えば１年のうちに何日間か決まっ

た形での研修を受けるだけで、その場で立派

な話を聞いて、学校に戻ったらまた１週間も

したら元に戻るとか、そういうことではいか

ぬだろうと。 

 先ほどもちょっと申し上げたように、学校

の中で、やはり先輩教員が何といいますか、

後輩の、新採の教員を含めて一生懸命そうい

うのを教えてあげる、自分たちが学んできた

こと、経験したことを。そういうことが大事

だということで、今そういう意味での、ＯＪ

Ｔと言いますけれども、学校でそういう学び

合う、そういうことをしっかりやっていこう

ということで、事務局の中では話をしている

ところでございます。 

 

○溝口幸治委員長 いいですか。 

 

○山本秀久委員 最後ですけれども、私は、

さっきの中立のストライクゾーン、その中で
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２つ、私が感じたことがあるんですよ。それ

は、大きいカーブの左だったんですよ。 

 それで、私は１つ質問があると、その人

に。何でしょうかと言うから、まずあなたに

聞いときたいのは、日本人かということだけ

を１つ聞きたい。そしたら、当たり前でしょ

うと言ったんですよ。当たり前ですよと言っ

たから、じゃあ国旗と君が代を何で君は否定

するんだと言ったら、何もそれは言いきらぬ

だった。次からは日の丸と、国旗と君が代を

ちゃんとやりましたけれども、たったその一

言を、何でその学校の校長が言えなかったか

ということです、そのことをね。 

 もう一つは、あるときに自衛隊の話を聞い

て、そしていきなりすぐ、再軍備の話かとこ

う言った。ちょっともう一度、全くそれと同

じように単純ですよ、単純。あなたの家に錠

前がありますかと言った。ありますよと。出

かけるとき、どうされますかと言った。留守

するときは、鍵を閉めて出ますよと。そうで

しょうと。そしたら、その錠前、自衛隊とい

うのは何で日本にあるか。戦争のための自衛

隊じゃないんですよと、国を守るための錠前

の役目ですよと、それが自衛隊ですというこ

とを認識してくれませんかと言った。戦争を

するための自衛隊じゃないということだけを

理解してください、以上ですと。そしこ、た

ったそれだけで納得するんですよ。そういう

ことなんですよ、私が言いたいことは。た

だ、そこに教育者の判断というのがいかに必

要かということを言っていただく、それで、

私今申し上げただけ。 

 以上です。 

 

○溝口幸治委員長 ありがとうございます。 

 

○山口ゆたか副委員長 先ほど――私は前期

の高校再編でかなり地元協議も含めて関与さ

せていただいたんですが、一つ皆さんが、議

案とは別にその他の案件で、しっかりと今、

後期についてさまざまな御指摘を委員会の中

で取り上げていただいて、事務局からの説明

もかなり精査された中で、今後、計画の策定

に臨んでいこうというのは、すごくその姿勢

は敬意を表するところなんですが、我々はそ

れぞれの選挙区から選ばれて出てきておりま

す。 

 前期を経験させていただいて――確かに前

期というのは、基本計画が定められてすぐに

実行された計画でした。そういったことを考

えると、後期計画をつくっていく段階におい

て地元の事情をしっかりと盛り込んでいただ

く、教育委員会の中で盛り込んでいただくと

いうのが重要かなと思うんですが、やはり軸

としてぶれてほしくない部分てあるんですよ

ね。 

 基本計画をもとに前期、中期、後期と進ん

できた中で、皆さんもしんしゃくして採用し

なければいけない御意見もあると思いますけ

れども、そういった役割というのはちょっと

線引きをして、皆さんはやはり熊本の教育の

基本的なあり方をずっと考えていただく、そ

してまた我々は――それは皆さんが知ってい

ただくことも重要ですけれども、示された内

容について地元のことを考えながら意見を言

っていく、そしてまた我々も、その役割を通

して、教育委員会もそうでありますけれど

も、その地元に対して理解を進めていってい

ただくということが、実は私は議員として経

験できてすごくよかったなと思っておりま

す。 

 正直申し上げますと、地元の方から５時間

さまざまな御意見をいただき、しかしなが

ら、皆さんの決めた中、そしてまた議会で決

まった内容でございましたので、進めさせて

いただいたんですが――やはり、しっかりと

した意思決定を皆さんの審議を通じてやって

いただきたいなというのが、やっぱり率直な

ところです。 

 皆さんが取り扱われるのは、さまざまあり
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ます。例えば、人材の育成についても、そう

いった研修をどうすべきかというのも議案の

中で決めていただきますし、そしてまた人事

採用はどうあるべきか、異動をどういう方針

で行うか、それはもう皆さんの意思決定によ

ってなされております。 

 そういったことを、やはり熊本の教育をど

う進めるんだ、国の示す法に従ってとか、通

知等に従って、法令に基づいて、県の基本方

針に基づいて、どうやって進めるんだという

ことを、やはり委員長が言われた現実と理想

の差とか違いとかそこをやっぱり埋める努力

を、それは言葉だったり審議だったりいろん

な活動だったりするんでしょうけれども、こ

れをやっぱり教育委員会で論議していただき

たい、つくり上げていただきたいというの

が、やっぱり私の願いですよね。 

 私は、教育委員会制度は残したいと思って

おります。確かに、政治的中立もそうであり

ますけれども、現場の裁量権をしっかりと残

せる、現場のよさをしっかりと残せる制度だ

と思っておりますので、今の委員会制度、自

治法に書いてある今の委員会制度を否定する

つもりはありません。そういった観点から、

もう一度、教育委員会の意思決定というのが

確固たる理念に基づいて行われているんだと

いうことを、皆さんの審議を通じて確認でき

る状況をつくっていただけないかなというふ

うに感じるところであります。よろしくお願

いします。 

 

○溝口幸治委員長 今のは御意見でよろしい

ですか。 

 

○山口ゆたか副委員長 はい。 

 

○溝口幸治委員長 ほかに。 

 

○大西一史委員 これは、意見とか質問とい

うわけではないんですけれども、やっぱり今

――教育委員会制度の話は私もさっきしまし

たけれども、これだけいろいろ注目を浴びて

いろいろ揺れてはいますけれども、本当に、

課題をいかに共有していくかというのはやっ

ぱり一番重要なポイントで、今回教育委員の

皆さん方とは比較的総論的な話で話をさせて

いただいて、また次期があれば、特定のテー

マがあれば、ぜひこういう場をつくっていた

だきたいなというふうに思うんですが、それ

と同時に、私は、国と都道府県教育委員会と

市町村教育委員会のそれぞれの役割のあり方

という、ここをもう少し見直していかない

と。それと、そこでの課題認識の共有ができ

るかどうかというところが、私はこれからや

っぱり一番大きくなってくるんじゃないかな

と思います。道州制の話もそうなんですが、

今の枠の中で、役割分担の話なしに大きな枠

の話に変えようという話になると、分権な

り、それからその道州制なりの議論というの

は、やっぱり非常にいびつになってくるんで

すよね。 

 さっき山口副委員長がおっしゃったよう

に、やっぱり現場が一番、そういう意味では

非常に権限を持って担っていくというのは重

要ですけれども、それを広域的にいろんな形

で調整をできるのは、やっぱり県の教育委員

会がいろんな広い角度で見られる部分がある

と思うんですよね。 

 ですから、やっぱりそこは市町村教育委員

会の委員の方々とのいろんなこういう課題共

有であるとか、ということもぜひ――これは

40幾つやるというのはちょっと大変なので、

そう簡単にいかないと思いますけれども、例

えば小規模の村であるとか町であるとかとい

うところの教育委員会というのがそれぞれ独

立してあってますが、例えば機関の共同設置

とかそういったことも今どんどんどんどん地

方分権改革の中でできるようになってきて、

その辺の弾力化とかも含めてやっぱりやって

いかなきゃいけないんじゃないかなというふ
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うに思います。国、県、市町村という、この

役割分担というのと、その中での課題共有と

いうのをぜひ意識していただければなという

ふうに願っております。 

 その点で、もし何か米澤委員長あれば…

…。 

 

○米澤和彦教育委員長 大西委員の指摘、そ

のとおりでありますね。道州制、賛成反対も

含めて、町村合併の中で基礎自治体が全て責

任を持つというのは地域主権の基本。そうな

ると、そこの教育委員会が、そこの地域の教

育に対しては責任を持つと。だから、今国が

やり、都道府県におりて、それをただおろす

だけだと。これが、形骸化ということだと思

うんです。 

 私は、やっぱり市町村の教育委員会が、恐

らく町村合併等で事情も変わってきたでしょ

うけれども、ここがどう力をつけるか、ある

いは教育に関して関心を持たない限り、基礎

自治体ができなきゃ、先は、道州制は成り立

たないわけですから。 

 それは、確かにそういう問題を、今まで恐

らく小さな市町村の教育委員会は、そういう

ことを考えてきたことがなかったと思うんで

すね、ともすれば。国から来て、それが県に

来て、教育事務所におろすと、そうではない

ですよという問題提起。おっしゃるとおり、

そうしていかないと地方分権、地域主権は成

り立たないと思っています。それはもう御指

摘のとおりだと思います。その辺は、恐らく

今後の重要な課題、道州制以前の問題だと思

っております。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございますか。 

 

○小杉直委員 要望でようございますか。 

 私の母が、教職だったもんですけんね。母

から、教育問題に取り組めとか、あるいは卒

業した母校の元校長先生たちから、教育問題

にしっかり取り組んでくださいと言われなが

らも、自分自身がまだ教育を受けぬといかぬ

ものですから、余り教育問題に取り組んでこ

なくて。最近、教育を少し勉強するようにな

ったわけですが――学問、教育はとても大事

ですね。しかし、やっぱり一方では、礼儀作

法といいますか、道徳といいますか、しつけ

といいますか、そういうことも非常に大事だ

ろうと思うですたいね。 

 米澤教育委員長が県立大学の学長時代に、

入学式、卒業式の学生のあり方について是正

されたことをよき思い出として持っておりま

すので、どうぞひとつ教育委員長になられた

わけですので、そういうことで、ひとつ礼儀

作法についてもしっかり取り組んでいただき

たいと思います。 

 それから、２つ目が、やっぱり現場の先生

たちは父兄に気遣い、あるいは生徒に気遣

い、マスコミに気遣い、非常に萎縮しておる

先生方も中に見受けます。それで、もう少し

先生方が伸び伸びと教育現場で教育ができる

ような雰囲気といいますか、そういう伝統を

さらにまた構築していただきたいと。教員ら

しさとか何とからしさはもうだめだというふ

うな時代になってきましたしですね。そうい

うことで、体罰は禁止ですけれども、愛のむ

ちあたりがあった場合も、余り目くじらを立

てないようにしていただきたいと私は思いま

す。 

 それから、先ほど城下先生とか橋口先生が

おっしゃった教職員の研修の問題ですが、確

かに田崎教育長が学校内での取り組みという

のが重要だとおっしゃいましたので、それは

それで理想としていいと思いますけれども、

例えば警察の場合には、お話がありましたよ

うに、節目、節目でずっと警察学校、管区学

校、警察大学校等に入校させて教育をしてい

くというようなことが実際あっているんです

ね。それを、教職の現場ではいろいろな難し

い面もあるかもしれませんけれども、学校内
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での先輩、後輩、上司等の中で研修をしてい

くというのも十分さが足らない、不十分なと

ころもあるかもしれませんので、よければ、

もう少し現職の教職員の研修制度について、

もっといい方法はないか、今後の課題として

頭の片隅にでも入れていただいておけば助か

るなと思う次第でございまして、そういうふ

うな要望でひとつよろしくお願いします。 

 それから、もう１つ、私も議員18年になり

ますが、議長も経験させていただきました

が、いろんな経験をする中で――これは、お

世辞じゃありませんよ。熊本県の教育委員の

皆さんと教育長を初めとした事務方ですね、

この信頼関係は結構、私は厚いような気がい

たします。ですから、そういう点は、私とし

ては信頼関係が厚い両者だなと、あるいは一

体だなということは感じておりますので、こ

れも私の考え方としてお話をしときます。 

 以上です。 

 

○金森秀一委員長職務代理者 伸び伸びと先

生がやれるようにということは我々もすごく

考えていて、何よりも、先生を褒める制度が

余りないんですよ。一度、あれは何という名

前だったか忘れましたけれども、優秀教員を

褒めるやつが……(「表彰」と呼ぶ者あり)表

彰ですかね。全員50代なんですよ。だから、

何で――30代、40代のまだ若い人を褒めるべ

きじゃないかという話をしたら、そのとき出

てきたのが、いや、この表彰をとると給料が

これだけ上がりますと、そういう人を30歳か

ら上げていくと生涯年収がこれだけ変わるん

ですみたいな話になってきたわけですね。そ

ういう問題じゃなくて、それはもう金一封１

万円でもいいから、こういうことができたら

こういうふうなことでの先生ですということ

で褒める制度をまたつくりましょうやという

ことを今申し上げていて、そういう動きがや

っぱり出てきています。 

 そういう形で――何より褒められたいのは

先生だというのはよく出る言葉なんですけれ

ども、やっぱりそういうところで、それぞれ

の先生の小さな努力を褒めていくところから

自信をつけてもらって、そして生徒を指導し

ていってもらうというか、そういうふうなこ

とも、我々の中で今一生懸命やっております

ので、頑張ってまいりますから。 

 

○小杉直委員 それに関連して。 

 警察では、しょっちゅう表彰していますも

んね。金一封つきませんし、昇給もありませ

んので、今おっしゃったような形で認められ

るということが褒められるということにつな

がるわけですから、金一封とか昇給ですか、

しない形でのやり方が結構できるんじゃない

ですかな。 

 

○田崎龍一教育長 金森委員からおっしゃっ

たのを受けて、ことしは見直しをして、去年

よりも、若くて頑張っているといいますか、

もっとたくさんの人をことしは表彰しており

ます。ただ、おっしゃったように、何もそう

いうのがない形での表彰というのも十分考え

られると思いますので、そういうこともいろ

いろ検討して……。 

 

○山口ゆたか副委員長 今褒めることが大事

だということがあったんですが、私ちょっと

保護者と話していて、褒められないというか

尊敬できない環境をつくっているのは、実は

子供の主観的な評価を聞いた親の評価だと思

っているんですよね。だから、教育の環境を

つくる、これは保護者も学校も一緒につくら

なきゃいけないんですけれども、この先生を

評価するようなことをちょっと制度的に是正

できないか。 

 学校という環境がどうあるべきかというの

をもう一回詳細に詰めていくべきだと思うん

ですよね。絶対、子供の評価よりも、それ

を、相談を受けた親の評価が強いと思うんで
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すよね。そういったことを何か制度的に――

余り介入すると、皆さんも例えば価値観の押

しつけだとかパターナリズムだなんていう評

価はすごく怖いと思うんですけれども、やは

りいい環境、子供たちにとっていい環境を、

学校も含め、保護者も含め、地域も含め、全

体でやっぱりつくっていく。こういった制度

をもう一回ちゃんと教育委員会とかそういっ

たところで――小さな話なんですけれども、

すごく重要なことだと思っていて、そういっ

た議論をやっていただけないかなというのが

あるんですよね。だから……。 

 

○米澤和彦教育委員長 よろしいでしょう

か。教育長が答えるべきだと……。 

 教員の研修につきまして、10年研修が始ま

りまして、今４年目かな、５年目かな。今ま

で、教員免許というのはもらえれば永遠によ

かったんですが、チェックするというのがで

きまして――これで十分とは思いません。と

いうのは――それが不必要ということじゃな

いですよ。やっぱり個別にとするとね、赴任

したところの上司が誰かで――職場で経験あ

るじゃないですか、教員に限らず、上の課長

とかなんとかがどういう人かで自分の人生が

大分変わってくるということを含めるとね、

やっぱり現場の教頭、校長の管理職のそうい

うマネジメントを伸ばす、見出して伸ばして

という、やっぱりそのことが必要になるだろ

うと思っています。 

 それはぜひ今後とも必要だろうと思ってい

たから、さっき言ったように、市町村の教育

委員会におろす。それを、個別の学校がそう

いうことを考える。表彰制度でも、個別の市

町村でやっても構わぬわけですよ、いちいち

県にお伺いせぬでも。それくらいの判断で、

いや、うちはやりますと、それくらいいいで

すよというぐらいのほうが、僕は、さっき言

った風通しがよくなるので、スピード感が出

てくるだろうというふうに――今は全部上か

ら来ないと、市町村だけでやれないという思

い込みがあるものですから、その辺は少し変

えればなと、具体的な例ですけれども、思っ

ています。 

 以上です。 

 それから、伸び伸びというのは、やっぱり

私も気になっていました。やっぱり先生がお

っしゃるように、教員が萎縮している部分が

あるんだろうと。我々がきょう議論していて

先生の話になると、自分が一番影響を受けた

先生が頭にあるわけですよ、それぞれ。ああ

いう先生が多ければいいなということで話し

ているものですからなかなかいかぬのです

が、その辺は確かに、できるだけ教員が伸び

伸びできるように、これは行政と政治、ある

いは教育委員会、市町村の努力で、ある程度

改善できると思っています。 

 

○田崎龍一教育長 山口副委員長がおっしゃ

ったことにダイレクトに答えることになるの

かどうか、ちょっとわかりませんけれども、

今学校では、学校評議員とかコミュニティー

スクールとか、外部からのいろんな意見を聞

きながら学校の目標を決めたり、極端に言え

ば、こういう先生が欲しいよねというような

コミュニティースクール、そういうことを教

育委員会に要望できるような制度がありまし

て、県の中にも24校ぐらい実際にコミュニテ

ィースクールということで取り組んでいると

ころもあります。 

 ただ、ちょっと地域的な取り組みの濃淡は

あるものですから、今のところ余り全体的に

広がっていないんですけれども、やっぱり外

部からのいろんな意見を聞きながら、学校が

変わっていくとか、学校が評価を受けると

か、そういうのがまず大事かなと私は思って

おりまして、この熊本版のコミュニティース

クールというようなことでしっかり進めてい

きたいと。外部の方の意見を、地域とか保護

者の意見を聞きながらという、そういう取り



第６回 熊本県議会 文教治安常任委員会会議記録（平成24年11月12日) 

 - 28 - 

組みを一生懸命やっていきたいというふうに

思っているところでございます。 

 

○溝口幸治委員長 イメージがですよ、例え

ば一握りの先生が失敗をしたり、おかしなこ

とをやって、それがあたかも熊本県教育界全

体がというようなイメージで、常にやっぱり

マスコミ報道も含めて伝わっていくので――

大方の先生は一生懸命やって、子供に向き合

って、そこで自分の時間を割いてやっている

んですよね。 

 そういった意味では、先ほど小杉先生がお

っしゃったような制度というのはぜひ御検討

いただきたいと思いますし、いい情報をどん

どん流すというような、やっぱり広報担当じ

ゃないけれども、そういった機能もやっぱり

必要かなというふうに思いますので、そこは

事務方でぜひお考えいただきたいというふう

に思います。 

 せっかくきょう公開ですから、私から１点

だけ、核心的な質問になりますが、高校再編

の整備の計画があって今進んでいます。山口

副委員長がおっしゃったように、苦労された

地域もあります。 

 しかしながら、あの計画を立てて大分月日

もたって、いろいろな環境が変わってきてい

るというのも事実です。常に地域振興と教育

のあり方みたいなものが表に出たりしながら

やっていくので、非常に難しい面はあります

が、基本的な方向、計画を立てたときの理念

みたいなものは守っていくものの、やっぱり

状況の変化、環境の変化で、そこに適切に対

応していくこともまた求められているものだ

というふうに思います。 

 これ、特定の地域や特定の学校を言ってい

るわけじゃなくて、今後、教育委員会の委員

長を初め先生方の中でやっぱりそういった議

論になっていくと思いますが、ここで特定の

地域をどうのこうのという質問はしません

が、その心構えというか、どういう観点でお

やりになっていくのかというのを、代表でも

構いませんが、どなたかお話をいただければ

と思います。それぞれ観点が違うのかもしれ

ませんが、お願いいたします。 

 

○米澤和彦教育委員長 私がしゃべってよろ

しいですか。 

 私いつも申し上げているんですが、昭和45

年に分校がずっとできて、松島分校、それか

ら高浜、有明、馬見原、倉岳、ずっとでき

て、ちょうど私は当時水上分校に行きまして

ね、だからその辺の事情はよくわかっていま

す。あのとき、高浜は２クラスできたんです

よね。水上も２クラスになったことがある。 

 その当時は、やはり地域のため――それは

ちょうど沢田県政のときでした。これは社会

学の分析ですが、要するに第１次ベビーブー

ムで進学率がどっと上がって、天草は一番低

いところは30数％、それを上げないかぬとい

うのでできた。これは、私は正論だったと思

っています。第１次ベビーブームまで何とか

もった。 

 しかし、それはやっぱり、今後の人口減少

を考えると、総論で言えば元に戻さざるを得

ない。それは沢田県政のときに広がったんで

す。だから幾つもできて、今残っている分校

は少ないですけれども、私はそれが元に戻っ

ているというふうに考えています。これは、

40年間それに携わってきて、やはり将来の人

口を想定すると、私は、それはある程度仕方

ないというよりは、やっぱり社会構造の変化

だろうと思うんです。 

 それから、教師の立場で言いますが、少人

数教育は利点もあります。ただ、マイナスも

あるということを考えないかぬ。とにかく、

やっぱりクラスがえというのは、これは大

事。小学校、中学校９年間、例えば20人で同

じクラス。それで、競争がないで次行ったと

きにこれは難しいんです。特に中１ギャップ

というのがありますが、やはり教育はある程
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度の集団がないと、メリットが出てこない部

分があると思います。そうすると、高校でも

それは必要だろうと思っています。 

 明治の大合併が、これは御存じのように小

学校区をつくった。昭和28年の昭和の大合併

が中学校区をつくった。平成の大合併は高校

校区を再編する。これは、私は歴史の流れだ

と思っているし、それは科学的にも証明でき

るだろうと思っています。 

 いろんな問題がございますけれども、県教

委が進めている――廃止ではなくて、私は、

40年前、当然のこととして第１次ベビーブー

ムで広がったものが、第２次ベビーブームは

何とかもったけれども、それが過ぎたときに

やっぱり元に戻すという形は必然ではないか

なと。 

 それから、溝口委員長のこと、原則は当然

つくったとおりですけれども、10年、15年た

ってくると――あれはもう大分たっています

が、微調整は必要だろうと。その話し合いは

――ただ、原則を曲げるのは、やっぱりそれ

はできないだろうと思っています。その微調

整がどの程度か、やっぱりいろんなところで

議論しないとできないなというのが私の感想

です。 

 

○溝口幸治委員長 ありがとうございます。 

 金森委員、何かございますか。 

 

○金森秀一委員長職務代理者 いいです。 

 

○溝口幸治委員長 じゃあ、そちら側から

は、もうよろしいですか。 

 

○田崎龍一教育長 １点だけ訂正させていた

だいてよございますでしょうか。 

 先ほど、溝口委員長の言われた日本地図に

ついて、来年度予算と申し上げましたけれど

も、実を言いますと、今年度の既定予算で全

県立学校のクラス分、購入準備を進めている

ということで、申しわけございません、訂正

させていただきます。(「スピード」と呼ぶ

者あり) 

 

○溝口幸治委員長 ありがとうございまし

た。 

 最後に御挨拶申し上げますけれども、教育

委員会制度については、大西委員もおっしゃ

ったように、国、県、市町村の役割分担も含

めて改革の必要性が高いというのは、もう皆

さん方お感じになっていると思います。これ

は国政も含めて、我々もいろいろな提言も含

めて、そこはそこでやっていきたいと思いま

すが、今の制度で我々が考えなければいけな

いのは、今の制度で本来職責を果たすことが

きちっとできるように、もしも改革すること

があればしっかりやっていかなければならな

いというふうに私は今考えています。 

 そういった意味で、教育委員会の問題解決

能力みたいなものがよく問われることが我々

も、有権者からもあるわけですが、我々も、

これからは、教育委員会事務局がそういった

ことが苦手であれば、やっぱり教育委員の皆

さん方とも協力して、我々議会もそこに手助

けをしていくということも必要な時代になっ

てくるかと思います。 

 言いかえると、我々も、マスコミや一部の

方々に乗っかって教育委員会を批判するだけ

ではなくて、やっぱり一緒になって改革をし

ていく、一緒になって本県の教育を考えてい

くということが、我々議会にも求められるん

じゃないかなという気がしていますので、こ

ういった意見交換が、年に何回とか決めるの

ではなくて、何かの問題があったとき、ある

いはそちら側からも御要望があったときに、

さっと開けるような風通しのよさというもの

が必要だというふうに思っています。それは

決して私はマイナスにはならずに、やっぱり

いい方向に行くと思いますし、大きな意味

で、国が教育委員会制度を考えるときに熊本
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型というか、熊本モデルというか、そういっ

たものが国のほうでも採用していただけるよ

うな、そういう改革につながればというふう

な意識で、きょう議論を聞きながら感じたと

ころでありました。 

 本日は、大変お忙しい中に曲げて御出席を

いただきまして、また、石原委員からは、別

に、いろいろな思いをつづったものを提出い

ただいております。その思いも含めて、一緒

に受けとめさせていただいて、きょうの会を

閉めさせていただきたいというふうに思いま

す。 

 本日はどうもありがとうございました。 

  午前11時54分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  文教治安常任委員会委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


